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図３ ＳＴＬファイル（３つの点と法線ベクトル）   図４ ３Ｄプリンタ（dimension BST;Stratasys） 
 
なお，ラピッドプロトタイピング装置として今回は製造棟 1 階Ｍ1060 室に設置している３Ｄプリンタ
を用いた．方式は熱溶融型でＡＢＳ樹脂を吐出して高速に 3 次元形状を造型することが可能である．今






















































などのリバースエンジニアリングの主たる項目を人形制作に                    
適用してみた事例である．                                         図 10 ３Ｄスキャナ(PICZA  
LPX-250；RolandDG) 
具体的な手順，問題点（精度，パラメータ設定など），考慮すべき点を詳細にまとめあげたものである． 
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